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第８期(第２回)新津地区公民館運営審議会の書面開催の回答について 

 

桜花の候、委員各位におかれましては、益々ご清栄のこととお喜び申し上げま

す。 

 さて、第 2回目の審議会を書面開催させていただき質問、意見を文書でいただき

ましたが、別紙のとおり回答させていただきます。併せて、ご要望や公民館へ期待

なども沢山いただきましたのでご報告させていただきます。 

今後は頂いたご意見ご要望を参考に公民館活動に取り入れていきたいと、職員一

同頑張っていきたいと思います。 

 

 

添付書類 

１ 質問、意見回答書 

２ 要望、期待などの報告 

 

 

【お問い合わせ】 

  新津地区公民館 

  担当：大塚、小出 
    ℡  0250-22-9666 
    Fax 0250-22-9616 



第 8 期 第 2 回新津地区公民館運営審議会 質問・意見への回答 
 

（１）令和 3 年度事業中間報告と事業報告について 
【渡辺委員】 

新津地区公民館事業で、NO11 秋葉区クリーン作戦の目的・主旨についての文言であるが、

美化活動と青少年の健全育成との関連性はどうなのか。 
【回 答】 
 事業の目的・主旨については毎年同じ内容で記載しており、分かりにくくなっていたことに

ついては申し訳ございませんでした。今後は「地域での美化活動に親子で参加することで、

親子の絆を深め心身共に健全な青少年の育成を図ることを目的とする。」に訂正します。 
 
【川瀬委員】 

新津地区公民館事業の NO3、9、20、21 について、参加者の感想を知りたい。「面白かっ

た」、「楽しかった」、「もっと知りたい」、「実践したい」、「ちょっと無理かも」なのか。また、

NO28 の公民館団体との共催は何ですか。役所の他の課なら理解できますが。 
小須戸地区公民館の青色の網掛けが濃すぎます。 

【回 答】 
・NO3 地域交流事業では、第三小学校、第一中学校、金津中学校など学校を会場にいろいろな

講座を開催しました。参加者の感想は「参加して楽しかった」、「次回も陶芸教室の開催を希

望する」、「たくさん、毎日やってほしい」などの感想が主でした。 
・NO9 保育者交流事業では、講師の辻川陽子さんの講演内容について「大変興味深く、役立て

たいと思いました」、「講演内容のリフレ―ミングが大変参考になりました」などの感想が主

でした。 
・NO20 おウチ時間が楽しくなる！ストレス解消講座では、「楽しく参加させてもらいました」、

「企画も素晴らしいですし講師の方が明るく楽しく、興味深く聞ける講座でした」、「参加し

やすい企画であり有益な内容で充実しました」などの感想が主でした。 
・NO21 古典の旅では、「とても分かり易く楽しい講座でした」、「古典に親しみを持ち、勉強し

てみたくなりました」、「作品の解説のおかげで美しく見えてきました」などの感想が主でし

た。 
・NO28 の公民館利用団体との共催については、公民館登録団体である「あきは日本語サーク

ル」が行っている活動を、公民館が秋葉区だよりへの掲載や各イベントなどのお手伝いする

ことで、サークル団体の活動連携事業として開催しております。サークル活動が十分に機能

し運営も自らできることとなったことから、令和 4 年度は共催から後援とすることで公民館

事業から切り離していくこととしました。 
・小須戸地区公民館の網掛けについて、ご意見賜りました。 

 
 



（２）令和 4 年度事業計画（案）と事業概要について 
【渡辺委員】 

歴史講座等の事業は、参加したくても日程の調整がつかず参加できない。何か良い方法は

ないかとの声が聞こえる。リモートによる参加、インターネットなどでの配信は？ 当日の

資料などを希望者に配布？などができないものか。 
【回答】 
  新津地区公民館（新津地域学園）の建物施設にはまだリモートなどの講座を開催できる

wifi 等設備環境が整っていないため、オンライン講座やインターネットでの配信についてで

きません。「リモート参加」や「インターネット配信」等については、実施できるよう施設

のネット環境整備を整えたりする必要が有り、今後実施出来る様に検討したいと思います。 
また、当日の資料を希望者に配布することについては、受講者で当日欠席した方への配布

はできますが、受講されていない方への資料配布は著作権保護の観点から講師の方との協議

が大変難しいです。 
 
【川瀬委員】 

新津地区公民館の取り止め事業「おうち時間」ですが、公民館発信のユーチューブで継続

を希望します。おうち時間と言いながら講座に人を集める矛盾を解消するには取り止めより

も、配信が良いのでは？他にも色々使えそうですし。あと、NO22、23 の赤文字の意味は何

ですか。また、小須戸地区公民館のリバーサイドシネマ、題材は難しいと思いますが期待し

ています。水戸黄門を選んだのは何故。 
【回 答】 

・「おうち時間」についてのご希望は承りました。今後の取り組みで検討させていただきま

す。 
・NO22、23 の赤文字については、令和 4 年度新規事業において昨年度の新規事業でコロナ

禍により繰り越した NO20 と 21 と区別するために赤文字にしました。 
・視聴覚ライブラリーの映像リストで誰でも知っている題材で集まり易いと思い計画として

掲載しました。事業開催時には、老人福祉センターの利用促進につながればと思っていま

す。 
 

【皆川委員】 
「あきは日本語教室連携事業」が後援としての対応となった経緯をお聞きしたい。 

【回 答】 
公民館登録団体である「あきは日本語サークル」が行っている活動を、公民館が秋葉区だ

よりへの掲載や各イベントなどのお手伝いすることで、サークル団体の活動連携事業として

開催してきました。サークル活動が十分に機能し運営も自らできることとなったことから、

共催から後援とすることで公民館事業から切り離していくこととしました。 



【大沼委員】 
・毎回思うことですが、新津地区公民館の NO2 コミュニティ防災学習会、NO4GIP 集会の会

場？がいつも同じなのはなぜですか？ とても良い事業だと思うのでもっといろいろな地域

の方に参加してもらえるよう、会場を変えるなどの事はしないのでしょうか？ 
・新規事業の NO22、23 の時間帯が今までになかった「夜間」となっています。この事業を

「夜間」に計画した理由は何ですか？ 
・「ゆりかご学級」の特別編とは何ですか？ 
・「家庭教育講演会」を「ほかほか学級」に組み込んだ理由は何ですか？ 「家庭教育講演

会」は乳児期、幼児期、児童期を問わず… との事だったと思うのですが。幼児期の講座に

組み込むという事は、その主旨も変わるという事でしょうか？ また、多くの方（いろいろ

な方）に講演会に参加してもらう、という意味において独立した事業で無くなるという事は

いかがなものでしょうか。 
【回 答】 
・NO2 コミュニティ防災学習会は阿賀小学校が、NO4GIP 集会は新津第五中学校がそれぞれ

主体となっている事業で、新津地区公民館は協力機関として携わっているため、会場はそれ

ぞれの学校となっています。今後、同様の事業を他の学校で行うようであれば要請に応じて

協力もできます。 
・NO22、23 事業で夜間での開催については、計画では若い世代の方も参加しやすいように平

日の夜間に実施することとしていましたが、今後、開催については多くの参加者を念頭に保

育付きや昼間の開催も検討します。 
・ゆりかご学級は新潟市公民館で統一されたプログラムを実施するもので、令和 4 年度では 4

回開催することとなっていますが、各館の裁量で追加の会を設けることができます。この度

の計画では新津図書館の司書の方をお招きして親子一緒に参加してもらい、読み聞かせのポ

イントや本の選び方などを教えてもらいます。 
・家庭教育講演会は、令和 3 年度まで旧幼稚園 PTA 連合会と共催で行っていた事業で、秋葉

区の幼稚園 PTA 連合会が解散してしまったため、新津地区公民館で独自に行うこととした

ものです。今まで幼稚園 PTA 連合会と共催で実施していたという経緯から、4 年度では幼児

期の講座に組み込んで行うこととしました。なお、講演会の参加者についてはほかほか学級

の受講者だけではなく、一般の方も聴講できるよう検討しています。 
  



【小原委員】 
新津地区公民館の「おうち時間が楽しくなる！ストレス解消講座」と「あきは日本語教室

連携事業」を取り止め事業にした理由をお聞かせください。（小原委員） 
【回 答】 
・「おうち時間」の取り止めについては、コロナ禍も少し落ち着いてきたことから、事業の目

的がある程度達したと考え企画を取り止めました。なお、NO16.17 のシニアライフ講座で

高齢者向けの企画を、また、もっと参加者の年齢を広く募り女性に特化した講座として

NO22 の「私らしく生きる！キラキラ★女性セミナー」などをおうち時間の後継事業とし

て企画・運営していく予定です。 
・「あきは日本語教室連携事業」の取り止めについては、皆川委員の回答のとおりです。 

 
 
（３）基本方針、運営審議会のあり方の検討について 

＊質問・意見など有りませんでした。 



２．公民館への要望、期待等の報告 
（１）令和 3 年度事業中間報告について 
【渡辺委員】 
  コロナ禍にあって、実施できない事業があり両公民館とも対応に苦慮されたことと思う。 

お疲れさまでした。 
 
【大沼委員】 
  コロナウイルス感染症拡大防止により中止になった事業が多いのはとても残念です。新津地

区 NO.9 保育者交流会には私も参加させて頂きました。なかなか対面式での研修会が行えない

時期に、とても良い機会を頂いたと参加者一同感謝していました。 
 
【皆川委員】 
  コロナ禍の中にあっても新津、小須戸両公民館共に、多くの市民が参加している様子が報告

資料から拝見いたしました。 
 
【小原委員】 
  新津、小須戸両公民館ともコロナ禍での事業運営では、いろいろご苦労があったことと思わ

れます。中止せざるを得ない事業も幾つかありましたが、そんな中でも事業を工夫を凝らして

実施されてことに敬意を表したいと思います。 
 
【渡邉(香)委員】 
  コロナ禍において、事業することの難しい中であったでしょうが、実施された事業が無事に

行われた事は評価できると思われます。 
 
【田中委員】 
  事業名４（GIP 集会）では、地域や関係機関との連携により活動の充実度や生徒の満足感が

増しました。ありがとうございました。 
 
【相馬委員】 
  コロナ禍で活動に制約がある中で、様々な工夫をしながら新規事業や学びの場を提供してい

る職員の皆様の努力に頭が下がります。 
  講座の内容もマンネリにならないよう、興味の持てるような新しい内容なので、参加者の満

足度が高いと思います。 
 
【阿部委員】 
  事業報告を拝見し、思いの外、事業を実施されていたとの印象です。コロナ災禍が終息しな

い中、その都度悩みながらの決断だった事と推察。また、対策するにも細やかな配慮があった

ものと思われます。「人は人によって人となり、人の中に在って人は磨かれる」ように対面は元

気が出ます。出来得る事は歩みを止めない事を具現する報告でした。 



 
（２）令和 4 年度事業計画（案）と事業概要について 
【渡辺委員】 
  計画された事業は、妥当なものと思われる。 
 
【皆川委員】 
  新津地区公民館の NO22「私らしく生きる！キラキラ★女性セミナー」は、子育てから少し

手が離れた年齢層の参加が見込めることを期待しています。 
  小須戸地区公民館 NO12「リバーサイドシネマ」は、老人福祉センターの利活用や、新たな

集いの場となればと思いました。 
 
【小原委員】 
  新津地区公民館の NO17「シニアライフ講座（社会学講座）は、とても興味・関心が高く、

高齢者にとって生活するうえで必要性を強く感じます。今後、ますます充実発展させてほしい

と思います。 
  今後の事業計画のアイディアとして。 
  ・秋葉区で活躍されている人から学びの講座（人生トーク） 
  ・数年かけての秋葉区の各コミ協単位でのまち歩きに地域の自然・歴史・文化・宝を知る― 

（公民館の事業としては難しいでしょうか） 
 
【渡邉（香）委員】 
  新規事業も取り入れた計画で、令和 4 年度の発展に期待します。 
 
【田中委員】 
  （１）で記述した点から、公民館を核に多様な機関、地域、学校が連携した事業がさらに拡

充していけば、地区の一層の活性化につながると思います。 
 
【相馬委員】 
  3 年度の継続事業が多くみられるようですが、1 回や 2 回の単発講座が多いようなので、4

回、5 回と会を重ねサークル活動に発展するようになるともっと良いのかと感じます。 
  大変な状況の中ですが、4 年度は全ての事業が予定通りできることを願っております。 
 
【阿部委員】 
  （１）で述べましたように、事業の実施に踏み切る時は協力は惜しみませんので何なりと申

し付けください。 
  事業計画（案）承認いたします。 
  



（３）基本方針、運営審議会のあり方 
【渡辺委員】 
  社会の変化、住民ニーズの変化、また、今回のコロナ感染症などにより公民館事業も従来の

ようなやり方では対応できないものが出てきているように思う。今後、公民館運営のあり方を

検討する場を設定し、新しい時代に対応できる方向性を見出してほしい。 
 
【川瀬委員】 
  運審が必要か？には、必要です。学校教育は政府の意思が強く反映されますが社会教育には

個々の民主が優先してコミュニティを形成していくと思うので、プロパガンダの矛盾を追求す

る組織として必要です。今のロシアにかけているものでしょうか。 
 
【大沼委員】 
  令和 4 年度も資料 3 にある基本方針に従い、頑張っていただきたいと思います。 
  コロナ禍において人が集まる事が難しくなっています。今の時代、すぐに“リモートで”と

いう声が聞かれますが、対面でしかできない事、対面だからこそ意義がある事を公民館で行っ

て頂きたいと思います。 
 
【皆川委員】 
  基本方針に意義等はありません。 
  運営審議会の在り方の検討については、今回書面開催では事業の具体的なイメージできず、

委員としての力量不足を感じました。検討の機会が設けられた際には参加協力いたします。 
 
【渡邉（香）委員】 
  これからも学びの場の提供を通して、市民の自己肯定感達成の機会を作ってほしいと思いま

す。 
 
【田中委員】 
  提案に賛成です。 
 
【阿部委員】 
  基本方針に賛同します。学・社・民による連帯が人作り、人間力を向上させ、人と人の繋が

りを広く深いものにしてくれると思われます。これからも公民館に対しての高いニーズに応え

ていただける事を期待します。運営審議会の在り方は、まだ日が浅いので。 
 






